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イ
オ
l
イ
カ

張
り
白
克
纏
現
山
を
雷
王
山
と
見
た
も
の
と
考
へ
ら
一
せ
ら
れ
た
。
降
っ
て
天
保
十
年
察
側
修
補
の
際
に

れ
る
。
筒
こ
の
山
中
に
惣
海
寺
・
留
王
院
・
掠
玄
院
等
一
は
、
三
日
・
十
三
日
・
廿
三
日
夕
九
字
時
か
ら
留
患
と

四
十
億
宇
の
提
言
寺
坊
が
あ
っ
た
と
偉
へ
る
の
は
、
一
あ
っ
て
、
矢
張

b
E三
回
で
あ
b
、
同
時
に
町
留
師

事
貨
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
。
一
を
開
業
せ
ん
と
す
る
も
の
に
封
し
、
明
倫
蛍
に
於
い

イ
オ
ウ
ゼ
ン
ガ
ハ
雷
王
山
川

4
ア
サ
ノ
ガ
ハ
一
て
試
験
を
施
行
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
之
よ
り
先
、

浅

野

川

。

一

町

瞥

師

た

ら

ん

と

す

る

者

は

、

師

家

の

添

醤

を

得

、

イ
カ
イ
ジ
Z

ウ
イ
ツ
カ
ジ
ョ
ウ
幾
鯨
+
一
箇
傑
一
願
書
を
町
曾
所
に
出
し
、
.
加
し
て
町
曾
所
の
横
目
・

前
田
利
家
が
慶
長
四
年
大
坂
城
で
箆
ず
る
に
先
だ
一
肝
煎
等
の
試
聞
を
経
て
許
可
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

l
h

、11
一

ち
、
夫
人
に
筆
を
把
ら
せ
て
世
子
利
長
に
奥
へ
た
趨
一
が
、
臨
術
に
就
い
て
全
然
門
外
漢
た
る
も
の
L
試
問

雷

朕

の

こ

と

を

い

ふ

。

一

に

何

等

の

極

成

が

な

か

っ

た

か

ら

、

江

間

程

々

翁

・

イ
ガ
タ
盤
皐
蕗
患
の
研
究
は
、
元
来
師
家
に
一
丸
山
徹
曳
爾
留
の
意
'
見
に
基
づ
き
、
自
今
町
殴
師
た

就
い
て
臨
書
を
麹
み
、
診
断
の
法
を
偲
習
す
る
に
止
一
ら
ん
と
す
る
者
の
願
書
は
、
町
奉
行
か
ら
明
倫
蛍
皆

っ
て
ゐ
た
が
、
寛
政
四
年
加
賀
務
の
皐
校
明
倫
蛍
が
一
壌
に
侍
建
し
、
民
・
授
に
於
い
て
務
の
御
留
闘
が
試
問

起
っ
て
か
ら
、
そ
の
暴
科
中
に
加
へ
ら
れ
た
。
即
ち
一
し
、
そ
の
成
績
を
製
授
宅
附
に
報
告
し
て
、
合
格
と

同
年
六
周
の
時
間
割
鐙
醤
中
に
、
『
留
製
部
本
草
の
稽
一
不
合
格
と
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
明

古
の
震
め
、
毎
用
爾
日
穣
日
を
極
置
可
申
候
。
』
と
あ
一
倫
堂
に
於
け
る
随
感
は
、
こ
の
後
述
綿
と
し
て
繕
絞

b
、
同
年
の
稽
古
田
捌
中
に
は
、
『
期
日
四
宇
時
よ
り
一
し
た
の
で
あ
ら
う
が
、
今
文
献
を
得
る
こ
と
が
で
き

密
接
本
草
等

O
十
五
日
四
牢
時
よ
り
留
製
本
草
等
。
』
一
ぬ
。
文
久
二
年
陸
育
が
妊
猫
館
に
移
っ
た
後
の
朕
況

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
計
費
だ
け
で
、
未
だ
描
任
教
師
一
及
び
卯
辰
山
養
生
所
・
留
築
館
等
の
殴
尽
に
関
し
て

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
寛
政
十
年
入
居
一
は
、
各
そ
の
僚
に
皐
げ
た
。

に
主
っ
て
、
『
於
暴
校
毎
月
三
日
朝
、
二
十
五
日
夕
、
一
イ
ガ
タ
カ
ン
醤
畢
館
明
治
元
年
十
月
務
命
を

留
製
稽
古
別
に
被
仰
付
候
に
付
、
御
家
中
の
留
者
・
一
受
け
た
鑓
師
黒
川
良
安
は
、
長
崎
に
至
っ
て
陸
県
・
校

町
留
者
弁
子
弟
、
相
届
候
人
々
は
、
罷
出
候
儀
勝
手
一
及
び
病
院
の
制
度
を
調
査
し
、
翌
二
年
五
周
人
偲
模

次
第
之
儀
被
仰
出
候
に
付
、
夫
々
・
申
渡
、
可
被
得
其
一
型
・
臨
療
欝
械
・
禦
晶
及
び
長
崎
病
院
教
師
マ

Y

ス
ル

意
候
事
。
』
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
か
ら
開
講
せ
ら
れ
一
ト
の
講
義
録
を
腕
う
て
鴎
b
、
新
た
に
障
問
見
・
館
設

-x

た
と
見
え
る
。
次
い
で
享
和
三
年
六
周
廿
四
日
の
侮
一
計
織
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
時
恰
も
政
府
が
布

月
稽
古
制
に
は
四
日
・
十
一
日
・
廿
四
日
の
タ
八
時
か
一
告
を
渡
し
て
随
製
を
奨
励
す
る
に
曾
し
た
か
ら
、
=
一

ら
腎
壌
と
あ
っ
て
、
稽
古
日
を
一
一
一
日
と
し
た
が
、
同
一
年
二
用
金
持
務
は
、
箇
製
館
を
大
手
町
な
る
徳
間
玄

じ
頃
の
文
書
に
三
日
の
内
一
日
を
本
草
の
曾
識
と
一
審
の
萄
邸
に
創
立
し
、
卯
辰
山
養
生
腕
内
に
あ
っ
た

し
、
一
日
を
寄
生
の
輪
訴
と
す
と
あ
る
か
ら
、
密
接
一
留
築
生
徒
を
こ
L
に
縛
ぜ
し
め
、
叉
附
鹿
の
病
院
を

の
欝
樺
は
残
像
の
一
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
叉
文
一
一
般
患
者
治
療
の
所
と
し
、
も
と
卯
辰
山
養
生
腕
を

化
三
年
五
周
に
は
、
陪
臣
の
笛
師
、
務
留
の
門
弟
、
一
般
め
て
卯
辰
山
貧
病
院
と
い
ひ
、
貧
民
及
び
獄
中
の

陪
臣
格
志
者
等
の
瞥
畢
出
席
に
関
す
る
手
績
が
規
定
一
患
者
を
治
療
せ
し
め
、
別
に
小
松
・
高
岡
・
魚
棒
の
一
一
一

--.固・圃.--

か
既
に
貸
病
院
出
張
所
を
設
け
、
施
議
及
び
種
痘
を

行
っ
た
。
こ
L
に
至
っ
て
始
め
て
製
校
を
宇
一
と
し
病

院
を
従
と
す
る
制
度
に
な
っ
た
。
鴎
皐
館
の
設
立
に

癒
力
し
た
の
は
、
前
記
黒
川
良
安
を
主
と
し
、
太
田

美
股
里
・

m中
信
吾
・
高
峰
精
一
等
で
、
そ
の
教
師
に

任
ぜ
ら
れ
た
も
の
も
彼
等
が

E
諜
で
あ
っ
た
。
密
接

館
の
聞
か
れ
る
や
、
三
用
金
縛
滞
の
肌
事
政
所
は
布
告

を
渡
し
、
話
次
創
立
し
た
殴
政
・
館
に
於
い
て
は
、
本
年

十
周
教
師
と
し
て
関
陣
聞
が
来
任
す
る
か
ら
、
務
留
・

町
在
留
及
び
百
姓
町
人
の
志
願
者
に
入
mm
を
許
し
、

内
劫
一
生
は
裕
一
中
に
寄
宿
せ
し
め
、
外
塾
生
は
日
乏
迎

接
せ
し
む
べ
し
と
い
ひ
、
次
い
で
規
則
を
制
定
し
て

本
科
三
等
・
強
科
二
等
に
別
ち
、
議
科
は
制
問
問
符
・
・
敏

感
・
理
製
・
化
祭
、
本
科
は
解
剖
良
・
・
組
織
段
・
・
顕
微
鏡

用
法
・
生
理
問
。
.
動
物
製
・
動
物
生
閉
試
験
・
病
理
治
療

民
・
・
病
関
解
剖
恩
・
奨
性
即
日
・
・
製
薬
膳
方
見
事
・
難
科
治
療

則
・
外
科
限
科
療
病
法
・
軍
陣
留
則
・
鰯
帯
法
・
施
薬
貨

験
と
し
た
。
か
く
て
秩
序
あ
る
臨
育
を
初
め
た
が
、

関
慢
の
到
着
は
殻
定
の
如
く
急
越
な
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
、
同
年
十
二
周
十
五
日
に
去
り
漸
く
病
院
を

聞
い
て
四
民
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
得
し
め
、
入

院
患
者
中
治
療
股
・
禁
倒
・
食
費
一
切
を
自
排
す
る
も

の
を
上
等
寄
宿
と
し
、
食
費
の
み
を
出
す
も
の
を
中

等
寄
宿
と
し
、
凡
べ
て
務
の
支
給
を
受
け
忍
も
の
を

下
等
潜
宿
と
し
た
。
四
年
三
用
利
関
一
等
軍
臨
ペ
イ
・

ア
・
ス
ロ
イ
ス
来
任
し
、
大
手
町
寺
西
氏
の
鶴
邸
に

館
し
た
。
次
い
で
先
に
和
朗
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
留

尽
し
た
武
谷
俊
三
細
則
雌
人
・
馬
島
健
吉
・
伍
堂
卓
爾
が

逝
諦
と
な
り
、
叉
教
授
を
も
衆
ね
た
。
ス
ロ
イ
ス
着

任
の
後
は
陪
凶
暴
館
の
敬
則
を
改
め
、
本
科
の
修
業
年

限
を
五
年
と
し
、
第
一
年
は
解
制
感
・
側
帯
感
・
理
皐
・

動
物
製
・
健
康
皐
・
植
物
製
・
化
壊
、
第
二
年
は
局
厨

解
剖
・
健
康
暴
・
化
製
・
生
理
皐
・
植
物
製
・
顕
微
鏡
検

査
・
薬
剤
事
、
第
三
年
は
病
閉
解
剖
・
病
理
遜
論
・
外

科
遁
論
・
外
科
手
術
・
内
外
科
検
査
・
打
検
法
・
鼠
取

法
・
検
温
器
用
法
・
病
床
顕
微
鏡
用
法
、
第
四
年
は
病

理
各
論
・
外
科
各
論
・
外
科
手
術
・
内
外
科
検
法
・
眼

科
・
男
子
生
殖
器
病
・
中
毒
血
事
・
軍
中
療
法
・
銃
病
療

法
・
餓
死
機
査
法
・
入
鑓
呼
吸
法
、
第
五
年
は
内
外
科

検
査
・
皮
膚
梅
毒
治
療
・
婦
人
生
殖
器
病
・
喉
…
肌
鏡
用

法
・
産
科
・
密
接
歴
史
・
越
列
機
用
法
・
精
神
病
・
断
ぷ

法
と
定
め
、
ス
ロ
イ
ス
は
理
科
事
・
動
物
皐
・
梢
物

製
・
健
康
暴
・
解
剖
泉
・
生
理
畢
・
病
理
築
・
禦
朔
mmr
・内

科
皐
・
外
科
築
・
軍
陣
外
科
及
び
.
臨
床
質
習
脅
抑
制
任
し

た
。
商
事
館
の
職
員
は
時
に
よ
っ
て
増
減
し
た
が
、

明
治
四
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
教
官
及
び
留
民
全
併

せ
て
七
十
四
人
、
そ
の
他
器
定
の
乗
務
に
し
て
宅
付

と
稽
す
る
も
の
一
人
、
留
書
五
人
、
製
僕
七
人
が
あ

り
、
経
費
は
ス
ロ
イ
ス
の
俸
給
を
除
き
、
一
ヶ
年
米

三
千
石
を
以
て
之
に
充
て
た
。
生
徒
は
間
年
に
於
い

て
百
二
十
名
、
そ
の
中
三
十
三
名
は
内
塾
生
で
あ

b
、
用
制
聞
は
諜
科
十
銀
、
本
和
一
年
を
二
十
銭
と
し
、

一
年
毎
に
五
銭
を
加
へ
て
最
高
四
十
銭
に
及
ん
だ
。

密
接
館
は
金
津
膝
と
な
っ
た
後
、
五
年
四
月
抑
制
滞
諸

暴
校
と
共
に
厳
止
せ
ら
れ
、
有
志
者
の
協
力
に
よ
っ

て
維
持
す
る
金
津
病
院
に
な
っ
た
が
、
ス
ロ
イ
ス
は

筒
七
年
九
用
ま
で
勤
観
し
た
。

イ
カ
タ
ジ
以
田
明
寺
期
羽
咋
郡
地
頭
町
に
在
っ

て
、
・
鍵
宗
東
波
に
鹿
す
る
。

イ
カ
ケ
ヤ
マ
伊
艶
山
鹿
島
郡
庵
領
に
在
っ

て
、
飛
篠
山
に
も
伊
掛
山
に
も
木
綿
懸
山
に
も
作

る
。
天
正
十
年
石
動
山
天
平
寺
の
襲
被
し
た
時
、
一

時
そ
の
五
匙
櫨
現
を
こ
L
に
移
し
、
鹿
長
二
年
叉
石

動
山
に
踊
っ
た
。
伊
影
山
は
も
と
薬
師
の
あ
っ
た
腕

で
、
千
甜
棋
院
が
別
賞
で
あ
っ
た
。
そ
の
祉
は
明
治
以

後
伊
影
山
神
社
色
稽
し
て
ゐ
る
。
能
菅
名
跡
志
に
、


